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序 文

本書は、大分県教育委員会が大分県大分駅周辺総合整備事務所の依頼

を受けて実施した大分駅付近連続立体交差事業に伴う中世大友府内町跡

第４０次調査の発掘調査報告書です。

大分市には旧石器時代の丹生遺跡や縄文時代の横尾貝塚、弥生時代の

下郡遺跡を初めとして、古代の豊後「国府｣、中世の大友氏府内町跡が

あるなど古い歴史と文化をもつ地域です。

今回調査した遺跡は中世大友府内町跡のうち、大友氏館跡東側を調査

した報告書です。調査では１６世紀の遺構・遺物を多数検出し、これら

の事実からこの地で活発な生活行動が展開されたことを明らかにするこ

とができました。

本書が、埋蔵文化財の保護に向けて、また地域の先人の生活を理解す

る資料として、さらには学術研究の一助として活用されれば幸いです。

終わりに、発掘調査から報告書刊行に至るまで多くの方々の御理解と

御協力をいただきました関係各位に、衷心から感謝申し上げます。

平成２０年３月２５日

大分県教育庁埋蔵文化財センター

所 長 福 田 ’ 快 次



例 ロ

1．本書は大分市元町に所在する中世大友城下町跡第４０次調査区の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は大分駅付近連続立体交差事業の実施に伴い、県土木部大分駅周辺総合整備事務所の委託を受けて

大分県教育委員会が実施した。

３．現地調査は平成1６（2001）年４月20日から５月25日にかけて実施し、高橋信武・生野令子・古庄博之が担当

した。

４．現地での写真撮影・遺構実測等は調査員が担当した。

５．遺物洗浄・遺物注記・遺物接合・遺物実測・トレースなど報告書作成に伴う諸作業については、大分県教育

庁埋蔵文化財センターで調査員及び整理作業員が行った。遺物洗浄・注記・接合・復原作業は安部典子・後藤

一美が担当し、遺物実測は高橋信武のほか、赤嶺博美・小野千恵美・田嶋智子・西嶋スミエが担当した。

６．包含届出土の遺物に対する注記は上層から、Ｂ（黒色土の上位)、Ａ層（黒色士)、Ｃ層（黒色土直下)、Ｄ・

Ｅ（黒色土下位の黒褐色土)、Ｆ（ｌ・区の地山直上２）とした。

7．出土遺物ならびに図面・写真等は、埋蔵文化財センター（大分市大字中判田字ビワノ門１９７７）において

保管している。

８．本書で使用する方位はいずれも座標北である。また、国土座標は2002年４月１日改正以前の座標値を使用し

ている。

９．本書の執筆・編集は高橋信武が行った。
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大分駅高架

縄文時代

弥生時代

古墳時代

古代

第１章調査の経緯と周辺の環境

１．調査に至る経過

大分県では、大分駅周辺の整備を進めており、大分駅高架化事業に伴い線路の高架化及び位置の

小規模な移動等が行われる。ＪＲ日豊本線・豊肥本線は現在の場所から折り返したように南側に高

架として作り替えられるため、敷地内の遺跡が発掘調査の対象となっている。この一帯は中世大友

氏の城下町があった場所であり、今日までに国道10号の西側では大友府内町跡の第５次調査（平成

11～13年度)、第８次調査（平成12年度)、第10次調査（平成１３．１４年度）が行われ、東側では第７

次調査（平成１２．１３年度)、第16次調査（平成13年度）が行われて、すべて発掘調査報告書が刊行

済みであり、中世段階はもとよりそれ以前の古代遺跡の存在も明らかにされている。今回報告する

第40次調査区は国道10号とＪＲとが交叉する場所にあたり、大分駅周辺総合整備事務所の工事箇所

であるため、その委託を受けて大分県教育委員会が下記の体制で発掘調査を実施したものである。

２．調査の体制

所在地 大 分 市 元 町

調査期間平成1６（2004）年４月20日～５月25日

調査面横l70I'｢ｉ

事業主体大分駅周辺総合整備事務所

調査指導者河原純之（千葉大学文学部教授）

後藤宗俊（別府大学文学部教授）

小野正敏（国立歴史民俗博物館助教授）

坂井秀弥（文化庁記念物課埋蔵文化財担当調査官）

調査主体大分県教育委員会

調査組織埋蔵文化財センター所長伊藤正行

次長兼総務課長益永孝則

調査第一課長高橋徹

調査担当主幹高橋信武

嘱託生野令子

嘱託古庄博之

２．遺跡の立地と環境

別府湾に注ぐ大分川下流域は、屈曲した古河川がいくつも平野の下に埋没している。右岸の下郡

では土地区画整理事業や県道米良バイパス建設工事に伴う発掘調査により、縄紋時代後期(約3,500

年前）の遺物が広域に散漫に出土している。今までの所、後世の遺物に伴い撹乱状態で発見される

事が多いが、下郡桑苗遺跡では貯蔵穴１基も検出されており、大分平野下流域の一部では縄紋後期

には生活できる状態になっていたことが分かる。

弥生時代になると急激に遺跡が増加する。低地部では、初めは大分川右岸の自然堤防上や明野丘

陵の裾部、大分川左岸では市街地西側の田室地区の砂丘上、市街南部の上野丘陵裾の砂丘上等平野

周辺部にみられるが、中期・後期になると全域に分布するようになる。

古墳時代の遺跡も同様である。古墳は東側の明野丘陵の崖面に横穴墓群が造られる。

７世紀後半になると、左岸地域には壬申の乱で活躍する人物や評段階の官街遺構が現れる。８世

紀以降、上野丘陵に豊後国府が設置されたと考えられている。一方、右岸では下郡という名が示す

－１－



中世

傾斜地

ように国府の下に位置づけられる大分郡簡が位置したと考えられている。大友城下町地域において

も、ＪＲ日豊本線の南、国道10号の東である第７次調査区で検出した建物跡は、国府から海部郡筒

(大分市城原）に向かう渡河点に関わる遺構の可能性が指摘されている。他の調査区でも同じく、

古代の遺柵・遺物が一定量出土しているが、明確な性格は判明していない。９世紀代までは同様の

状況で推移するが、１０世紀頃から13世紀にかけて、この地域から遺構・遺物が減少する。大友城下

町地域では、１４世紀になると広範囲に遺跡が出現する。

第２章調査

１．調査の概要

第40次調査区は大友氏館跡の南東側に位置する。

調査区はＪＲ日豊本線・豊肥本線のすぐ南側に隣接しており鉄道の安全の為、工事区域全体を調

査することは出来なかった。調査区の南側は金池放水路というコンクリートで作られた大型溝が東

西方向に走っていた。調査区の端は溝に向かって斜面となっていて、調査が進むにつれて、下層に

向かうにつれて調査可能な部分が南側に拡大していった。

また、大友第40次調査区は調査前の地形は平坦であったが、掘り下げが進むにつれて中央部分か

ら東では東部に向かって地形が傾斜する状況だった。しばらくの間、全域を水平に掘り下げて調査

したため、西部は古い面で、東部はそれより新しい遺物包含層を調査しているといった状態が続い

た。したがって遺構番号の付け方は調査終了時点で見直せば西部の古い遺構に若い数字がつき、東

部の新しい遺構に老いた番号が付くという状況にもなった。特に東部では、西から東に向かって廃

棄された土層が細かく堆積していたため、調査時点で順序正しく遺物を採り上げることが出来なかっ

た。残念ながら報告書作成段階でもその影響を消すことは出来ないままであった。

調査の経過について、概略を記しておく。2004年４月20日、表土剥ぎと現場プレハブの設置、機

材・発掘道具の移動を行い、２６日から撹乱層の除去、壁面の削りだしを実施。２７日、撹乱土坑・溝

の掘り下げ。鉄道の伴う配線を埋設した溝が東西に走っているのを掘りあげた。この時点では調査

区北側層序を上層から、ｌ層（撹乱層）・２層（旧表土）・３層（水田層）・４層（灰褐色土。この

層まで重機で表土剥ぎを行った）・５層（暗灰褐色土）・６層（暗灰茶褐色土）・７層（暗褐色土）．

８層（整地層）である。配線埋設溝は５層に掘り込んでいた。２８日、東部でＳｌを完掘。４層を埋

土としていた。Ｓ２を西端の５層上面で検出、完掘。但し埋土は４層ではなく褐色の強いもの。中

央部と東端の５層を下げる。南縁の撹乱との境界線を全体的に出す。５月10日、西部は５層（水田

床土）を下げる。１１日、中央部は褐色硬土の下に黒色土となる。１２日、ＳＫｌｌの北東部に焼土が広

がる。１４日ＳＤｌ９を検出、掘り下げる。１７日、ＳＫ２３から緑色のガラス出土。１８日、ＳＫｌｌの外側に

向かって包含層の調査。遺物は黒色土と下層の褐色土との境界付近から主に出土。１９日、ＳＫ２４を

終了し、地山である褐色土・黒色土を下げる。２４日、S46をS45が切ることを確認。

２．層序

調査区東部には土師器を纏めて廃棄した状態の堆積層が重複していた。その付近の遺構との上下

関係について、触れておきたい。中央部のSKllは30層に該当する高さから掘り込まれている。ＳＫ

２４はSKllよりも下層の33層付近から掘り込まれている。３区東端の土器を多量含む層（e層）は標

高的にはSK29やS43の少し上である。西側のS46とした遺物包含層はほとんどS39やS42、ｉ層と区

別し難い。ＳＫ４４はわずかにこれらよりも下から掘り込まれている。上記全部よりも上層の10層は

－２－



第１図中世大友城下町と調査区の位置（1/5万図上1981年・下1901年）
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第２図町割り(左)と調査区(右)(大分市歴史資料館2005「都へのあこがれ」より）
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包含層

断面図で窪地状を示すが、この部分はSK31としたものと同一である。２区付近の包含層出土の遺

物に対する注記は上部層の水平堆積部分を除いて上から、Ｂ（黒色土の上位)、Ａ層（黒色土)、Ｃ

層（黒色土直下)、Ｄ・Ｅ（黒色土下位の黒褐色土)、Ｆ（１．２区の地山直上）とした。これは第

28図の層序を基にした分層である。

３．遺構と遺物

本調査区では複数の遺構面を検出した。何より特徴的な点は、中世段階本来の地形が東に向かっ

て傾斜し、西側から低地を埋め立てるように多数の薄い土層が重複していたことである。

層序は最上部に厚さ１ｍ弱の鉄道建設に伴う客土（第４図１．２層）があり、旧表土（３層）と

続く。下に硬化した茶褐色酸化土層（５層)があり、水田の床土と判断される。この面までは水平堆

積しているが、この下の８層は砂質土が束に向かって厚くなるように堆積しており、水田としては

－

蕊ノ ’
圧

第３図第40次調査区の位置（1/2,500）
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25:s4４４９:明茶褐色土｡細粒で軟質。

26:茶褐色砂質土｡炭化物･焼土塊を含む。５０:茶褐色｡炭化物の塊を多く含む。
27:明茶褐色土。５１:灰茶褐色土｡硬い｡S49
28:明茶褐色士。５２:茶褐色士｡S49

29:茶褐色土｡炭化物少湿が混じる。５３:暗茶褐色土｡S49
30:暗黒褐色土｡砂利を多く含む。５４:茶褐色土｡S49
312灰茶褐色土.炭化物･土器片が混じる。

32:明茶褐色土。

33:灰茶褐色土｡炭化物･土器片を含む。
34:茶褐色土。

35:砂層。

36:明茶褐色土｡炭化物を含む。
37:炭化物層．

３８:明茶褐色土。

３９:茶褐色士．

40:暗黄褐色土｡少逓の炭化物を含む｡砂質。
41:暗茶褐色土｡小磯混じり。

42:茶褐色土。

43:明茶褐色土.S４８

４４:明茶褐色十一炭化物･焼土をまばらに含む。
４５:灰茶褐色土｡軟質｡SE36

46:明茶褐色土｡少凪炭化物を含む｡SE36

47:茶褐色土.細粒で硬質｡炭化物を含む。
48:明褐色土｡砂混じり。

１:客土。

２:3ｃｍ大の小石を多凪含む砂層。

３:旧表土｡暗褐色砂質土層。

４:水田層。

５:水田床土の酸化して硬化した部分｡明褐色土。

６:水田土層｡明褐色。

７:６と同じ．

８:明褐色砂質土｡SD1
９:Ｓ２６

１０:暗茶褐色土･炭化物･焼土塊を含む｡10'は10層よりも少し暗い．
１１:暗茶褐色土。

１２:灰白色砂府。

１３:砂層．

１４:茶褐色土｡炭化物･土器片をまばらに含む。

１５:明茶褐色土｡炭化物･黄褐色土塊を含む。
１６:土器片主体の層。

１７:明茶褐色土｡炭化物･黄褐色土塊を含む。
１８:17層とほぼ同じ｡炭化物は多い。

１９:茶褐色土.砂混り｡炭化物塊を少国含む。

２０:黒褐色土と下層の砂が混じる．

21:茶褐色砂質土。

22:灰褐色砂質土｡炭化物を含む。
23:明茶褐色士桑上部に炭化物の薄い層がある。

24:粘性ある茶褐色砂層。

4Ｓｒ－－〈４７ 墓基窯:：
Ｗ

2８４１ 5０4４ 2９ 2９

53多二時>諺

Ｖ

佃
泌

一
Ａ
誤
一

4８４６

ｍ:黒色士をまばらに含む暗褐色土．

ｎ：茶褐色土｡軟質｡S3８

０:茶褐色土｡下位層は軟質で､炭化物を含む。
ｐ：上層よりも軟い。

ｑ：暗褐色士．

ｒ：灰茶褐色土｡粘性あり．

ｓ：茶褐色土。

ｔ：30層と類似｡やや軟い。

ｕ：同上。

ｖ:28層と類似。

ｗ:砂質土。

Ｘ:赤褐色土･茶褐色土の混じり｡土器多凪詰まる。
ｙ：土器を含む暗茶褐色土。

49－一一－２

器3６
３

声群憲二垂
３４

2ｍ

3840力
Ｓ

a:茶褐色士がまばらに混じる暗褐色土。

b:暗褐色土。

c:暗褐色土｡SD19
d:茶褐色土。

e:暗褐色十-十器片を多量含む。
ｆ：茶褐色土｡さらさらしている。

ｇ:茶褐色土｡粘質。

h:暗褐色土｡粘質．

i：hより黒く､土器片を多足含む｡S39

j:灰褐色土｡炭化物の薄層あり。
ｋ:明茶褐色十一

Ｉ：茶褐色士令

第４図調査区北壁実測図
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利用されていないとみられる。６層からは近世の煙管が出土。東部の８層中には幅広の溝状遺構

(SDl）があるが、近世のものである。下面で検出した溝状遺構（SDl9）から16世紀末の遺物が出

土した。これから下は斜めに堆積する状態で、調査終了時点での旧表土からの深さは西部で１ｍ，

東部で２ｍであった。小面積の調査区であったが、地形の傾斜のために、同時存在の遺構を調査時

点で捉えつつ調査を進めることが出来なかった。斜面に投げ捨てた状態の遺物群相互の前後関係の

把握も困難だった。
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西壁

Ｉ

5.0ｍ

5.0ｍ

4.0ｍ

5６

5７

55:色土｡焼土を多湿含む．

56:黒褐色土。

57:明褐色土｡軟質。

５８:灰褐色土＝

５９:茶褐色士．

５７

６０:空間。

61:炭化物を少湿含む黒茶褐色土．
６２:黄褐色土斑を含む暗褐色士．
６３:明混色士＝

６４:暗褐色土｡玉砂利をまばらに含む。
６５:粘性のある明茶褐色土。
６６:砂質土を含む暗褐色士

4.0ｍ

Ｒ ｋ ｂ 3.0ｍ
５６０色

第５図調査区西壁(上）・東壁実測図
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①最上層の遺構と遺物

概要（第６図）

客土・床土を除去した段階で

撹乱の溝・土坑を検出した。西

端部のｌ区から２区の溝状のも

の、及び東端部にあり東西方向

に走る溝状のものは鉄道関係の

配線用掘り込みである。２区の

長方形土坑は電柱用のものであ

る。水田地帯が鉄道用地になっ

てからの撹乱類である。

溝状遺構

ＳＤ１（第８図）東端部で

検出した溝状遺構SDlは上面

幅約２ｍ、深さ約0.5ｍの規

模で、埋土である４層は上層

の８層（明褐色砂質土）とほ

とんど同じであり、近世以降

の遺構と推定する。５層（水

田床土で酸化硬化層）に掘り

込む形で検出した。

SD1出土遺物（第９図１．

２）１は型押成型の皿で、

中国南部製。２は備前焼鉢で

外底面Iこへラ描きの紋様がみ

られる。

ＳＤ２（第７図）ＳＤｌと

同じく５層（水田床土で酸化

硬化層）に掘り込む状態で検

出した浅い溝状遺構である。

上面の幅は東部で58cm，西部

で30cm程度で、底は西に向かっ

て下がる。ＳＤ２は東部では

次第に消滅する。

ー一一戸一』

第６図 最上層遺構全体図
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第７図最上層の撹乱配置図（１．２区）
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第８図SD1実測図

第９図SD1出土遺物実測図
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②上層の遺構と遺物

概要（第10図）

遺構は調査区全体に分布する。

遺構検出面の標高は西部で4.5

ｍ以上、東部で約3.8ｍであり、

東側が80cmほど低くなっている。

遺構の種類は小型土坑が西部に

多く、中央部に大型の長方形土

坑、東部に南北方向の溝状遺構、

中央部から東部に普通の柱穴大

の小穴がまとまる傾向にあった。

柱穴は調査区が狭小なためもあっ

て、掘立柱建物跡として復原想

定するには至らなかった。西部

の土坑群確認面のすぐ上には円

喋が若干散乱していて、これを

取り除いた段階で土坑群を検出

した。円喋は遺構廃絶に伴い堆

積し、その後土坑は掘り込むよ

うな状態ではなかったようであ

る。

１６世紀末葉から17世紀中頃の

遺構である。

土坑

ＳＫ５（第１ｌ図）１区の西

端で検出した長方形の土坑で

ある。長さ0.53ｍ、中央の幅

0.33ｍ，深さ0.38ｍ･出土遺

物から16世紀後葉～末葉の遺

構と判断する。

ＳＫ５出土遺物（第１２図ｌ

～５）１は京都系土師器３

期。口縁部の二箇所に煤が付

着し、灯明皿として使われて

いる。２は16世紀末の中国龍

泉窯系青磁碗B-Ⅳ類で、沈線

による蓮弁紋が描かれる。３

は瓦質鉢。４は鉄釘。

上層遺構配置図

ヒー戸訓一一

第10図
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第１l図中の遺物（第45図１．２．３）
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ＳＫ６(第11図）ＳＫ５の東側に位置し、検出面も同一である。長さ0.6,,幅0.73ｍ，深さ0.43

ｍである。検出状況から16世紀後葉～末葉の遺構と判断する。

ＳＫ６出土遺物（第12図６～８．１１）５は灯明皿として使われた３期の京都系土師器。６

も京都系土師器。７は備前焼き大喪の近世１期。１０は中国北宋の銭貨で政和通宝。

ＳＫ７（第１l図）ＳＫ６の束に接して位置する。長さ0.78ｍ、幅0.43ｍ、深さ0.1ｍ･検出状

況から16世紀後葉～末葉の遺構と判断した。

ＳＫ７出土遺物（第12図８．９）８は平瓦。９は折れているが長さ18cm以上の鉄釘。
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第11図SD5～7実測図
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@第47図４

ＳＫ４（第13図）２区西部に位置する。中心に向かって四段に下がる長さ1.3ｍ、幅0.75ｍ、

深さ0.55ｍの楕円形土坑。出土遺物から16世紀後葉～末葉の遺構と判断する。

ＳＫ４出土遺物（第15図７～９）７は備前焼播鉢で交叉播目をもつらしく近世ｌｂ期のも

の。８は鉄釘。９は土壁破片である。

ＳＫ１２（第13図）１区のＳＫ４の東に位置する。初め焼土の分布として掘り下げたところ、

土坑状になった。遺構は北部の楕円形部分と南部を一つの土坑としたが、二基の重複であると

しても前後関係は分からなかった。操の出土状態からみて、ＳＫｌ２は南側の浅い大型土坑に切

られている。北部の規模は長さ1.4ｍ、幅0.7ｍ、深さ0.13ｍである。ＳＫｌ２の時期は、出土遺物

から16世紀後葉～末葉の遺構と判断する。

SK12出土遺物（第15図ｌ～６．第59図ｌ～５）第15図１は中世６期の備前焼播鉢で、南

部に下半分と外周の部を欠き据えられたような状態で出土した。２も備前焼播鉢で交叉播目の

近世１ｂ期（1570年代以降)。３は天目碗。４は備前焼の瓶。５は鉄製品で刃物。６は鉄釘。

第59図１は中国製白磁皿。２は中国製白磁の小杯。４は弥生土器の壷。５は鉄製品。

第13図中の遺物（第46図・第４7図）第13図の遺物は出土標高4.45ｍ～4.65ｍの間にある。

第14図中の遺物第47図４は近世ｌｂ期の備前焼播鉢。第46図35は京都系土師器２～３期。
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ＳＤ１９（第16図）２ｌｘと３区の境界を南北に走る満状遺構である。Ｉ鵬1.2ｍ､深さ0.5ｍを計

り、床面は南に向かってドがる。ＳＤｌ９の時期は、出Ｉした肥前系磁器から17世紀''1梁前後の

遺構と判断する。

SD19出土遺物（第l7似'１～６）１～４は京都系土師器である。５は1630～1650年代の肥

前系染ｲ､l･け礎。６は碁怖底の巾国背花ⅢＣ群。
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第18図SX26実測図
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ＳＸ２６（第18図）３区の北壁に半分入り込ん

だ磯や瓦等の幅0.7ｍの集積である。深さ0.3ｍの

窪みに堆積した状態を示すので、確認できなかっ

たが本来は土坑である。SX826の時期は、出土遺

物から16世紀後葉～末葉の遺椛と判断する。

SD26出土遺物（第19図１～８）１．３は近

世ｌｂ期の備前焼播鉢。２は備前焼大喪。４は双

頭蕨手流雲紋の刻印のある瓦質火鉢。５は凝灰岩。

６は屋根の中心、棟に使う伏間瓦。７．８は平瓦。

ＳＫ２３（第26図）２区中央北部で検出した楕

円形土坑で、一端は北壁に入る。長さ1.45ｍ、幅

0.55ｍ、深さ0.2ｍで、床面からガラスが出土した。

その他の遺物はないが、検出標高から16世紀後葉

と判断する。

SK23出土遺物（第16図７）この遺構の遺物

はこの一点だけである。緑色のガラスで断面の厚

さ７mm弱、細首瓶の頚部のような形状である。緑

色で表面も風化していない。
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ＳＫ２４（第19図）２区の西部に位置する隅丸長方形の土坑で断面は皿状である。長さ3.2ｍ、幅

1.8ｍ，深さ0.5ｍ・内部の南東部に８個内外の磯を並べた部分がある。内側の面を一直線に揃えて

いる。内側には多数の操が廃棄されていた。便所ではないかと想定された大友府内町第７次調査区

SKl41に類似する。ＳＫ２４の時期は、最新の備前焼播鉢から16世紀末葉の遺構と判断する。
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SK24出土遺物（第21図ｌ～１１）１は完形の２期の京都系土師器である。２は瀬戸美濃陶器Ⅲ

で見込みとI断台接地面に各一箇所砂Ｉ.'被み痕がある。３は朝鮮製lfI磁IIllで、見込みに三箇所、尚台

接地面に二簡所の砂'二|彼み痕がある。４は''''11龍泉窯系青花碗である。５は瓦質の鉢。６は瓦質鉢。

７は瓦質火鉢。８は外面をへう削りする手の瓦質鍋。９は近11t１期のlllliIMi焼播鉢。１０は鉄製品で錆

びているが刃物らしい。１１は鉄製釘。１２はラクダ形の華南三彩水滴。

ＳＫ２９（第31図）調査区束端に位侭するｌ菖坑である。第５図のI）lｲ向き面の層序図で示すように、

標高４ｍ付近から掘り込まれており、その意味では西側のＳＤｌ９とＭ時期である。

SK29出土遺物（第32図ｌ～４）１は３期の京都系土師器である。２はＩ'１国景徳鎮窯系背花碗Ｃ

群の蓮j篭碗。３は111岡同安窯系青磁碗。４は鉄製釘。

ＳＫ３１（第221叉Ｉ）３区の北東部で検出した捕り鉢状の土坑である。二つの土坑が重複した形で

ある。第４ｌｘ|の北唯土届図では10偏に該､''iする。１６世紀末葉の遺椛と､ﾘ断する。

SK31出土遺物（第23図１～12）１はrI磁lIIlo2は備前焼捕鉢。３は術前焼水鉢。４は値l磁・

見込みに'1跡がある。外底面は露胎。ベトナム製か。５は青花。６～８瓦質土器。６は鍋の１１縁部

で外面をへうiliilりしている。７は角火鉢。８は火鉢。９は京都系’二師器llll3～４期。１０は在地系’二
師器の灯Iﾘ}Ⅲ。

【、

第21図SK24出土遺物実測図

蝿勤
一屋＝ヂ

ｑ

1－ 二=｣I’ り

ク

８
'

､-,亀‘農

Ｕ

－－

1２

９

1‐

Ｕ

§

1個



一プー ②、怠函 －フ

卿
、萱

●●■

。
4.0ｍ

3.5ｍ

０ 2ｍ

岸 戸戸｢計一一引

第22図SK31実測図

－２２－



１０

１０ｃｍ

Ｉ

－２３－

第23図出土遺物実測図

７

１１

烏

窟
、

ｒ
ｌ２

４

９

５

ロ



。

16世紀中葉から後葉。
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③中層の遺構と遺物

概要（第24図）１６世紀中葉

中層として扱う遺構は上層

遺構よりも明らかに下層で確

認できたもの。出土遺物とし

ては、土師器皿類の構成から

在地系土師器が消えて京都系

土師器単独となる段階である。

調査区の北西部で検出した井

戸SE36は線路脇であるため、

安全性を優先し掘り下げなかっ

た。遺構配置図では上層とし

たが、層序図を検討した結果、

ＳＫ８と同じ高さから掘り込

んでおり、中層段階としてお

Ｙ＝57930
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第24図中層遺構配置図
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第25図SK8実測図
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ＳＫ８（第25図）２区西部の標高4.5ｍ弱で検出した長さ1.1ｍ、幅0.78ｍ、深さ0.9ｍ土坑で

ある。外形の東部が不自然なのは、遺物の出土を追って壁の外まで広げたからである。東部か

ら東側の下層に（SK8の上部に相当する高さ）１期の京都系土師器完形品が分布していたのを

誤って取り込んだ可能性がある。脚付き火鉢はＳＫ８から出土した。

ＳＫ８出土遺物（第26図１～10）１～４は京都系土師器で、１は１期、他は２期。５は瓦

質角火鉢。６は瓦質火鉢で、脚部には外面に紐を廻らせるよう穴があいている。７は三つに割

れてるが鉄製の大型釘。８～１０も鉄製釘。

SK25出土遺物（第30図１～６）１～４は京都系土師器皿である。１は口径16.2cm、器高

2.5cm、２は口径12.4cm，器高2.3cm、３は口径10.9cm，器高2.2cm，４は口径10.2cm，器高2.4cmで

ある。これらは口縁部の横なでが強く表れており２期の京都系土師器である。５は鉄製釘。６
は瓦質鉢。口径24.6cm。
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ＳＫ２５（第29図）

２区中央部に位置し、

西部は大型土坑ＳＫ４８

に切られる。現状の規

模は長さ2.2ｍ、幅0.8

ｍ、深さ0.3ｍである。

SK25の時期は、土師

器から16世紀中葉から

後葉の遺構と判断する。

第30図SK25出土遺物実測図
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第31図ＳＫ２９・SK34実測図
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ＳＫ３４（第１３．３１Ｍ）２区の西南部にあり、ＳＫｌの南東側に位置する。第13図の断面に示

すようにＳＫ.ｌ・ＳＫｌ２よりも下1Ｗで検州した。

SK34出土遺物（第32図６．７）６は２期に比定できる京都系土師器皿である。７は在地

系上師器IIIlである。１１縁部が輝く、器壁が厚い特徴をもち、大友城下町跡では類例に乏しい。

SE36(第10Ｍ）上記のように掘り込み面の高さからこの段階の遺構と考えられる。現状でI隅

2..1ｍ以止あり、’'1央部に井戸側の部分が円い変色域として存在した。井戸側材料の抜取り痕

が認められないので、柵亜ねのルノ．．fであったと思われる。
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④下層の遺構と遺物

概要（第33図）下層の

遺構とするのは二基の土坑

ＳＫｌｌとＳＫ３３だけである。

SK33はSK31の下位で検出

し、明らかに時期差が認め

られるので、分離したが、

この時期の他の遺構につい

てはＳＫｌｌ以外明確にでき

ない。ＳＫ３３は19層の上に

あることと、最下層の遺構

としたSＫ41.42等が19層の

下にあることから、これら

を分離したが、遺物には明

らかな時期差を認めない。

ＳＫ１１（第28図）２区

と３区の境界に位置し、方

形土坑らしいものの一部を

調査した。南部は金池水路

のため削られ消滅していた。

検出標高は4.4ｍ・現状で

長さ3.2ｍ、幅1.85ｍ、深さ

1.3ｍｏｌ６世紀前葉～中葉

の遺構と判断する。

ＳＫ１１出土遺物（第27図

ｌ～６）１は中国景徳鎮

景青花碗。２～４は１期の

京都系土師器皿。５は内面

上部をへう削りした瓦質火

鉢。６は鉄製釘。

＝5791０ ＋

Y＝5792０ ＋

○

Y＝5793０

０ 4ｍ
一 －

第33図下層遺構配置図
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第35図SK33出土遺物実測図

ＳＫ３３（第31図）３区北部に位置する浅い傾斜の落込みである。北側壁の屑序では、１５脚・’６

同等の落込み部分に核､!ｉする。規模は東西３ｍ、＃i北は現状で1..1ｍ、深さ0.2ｍで確認したが、屑

序図によればもっと広がりをもつようである。出上辿物の年代からＳＫ３３の所属時期は1611t紀前業
から中葉と考えられる。

SK33出土遺物（第351判ｌ～６）１～４は京都系上師器１期の皿である。１は原型の2/5が残り、

復元口径12.8cI11、器尚2.35c､１，２はl/2が残り、復元11経12.1cm、器高2.45cm、３はl/2が残り、復元

口径13.2cI11、器尚2.5Cnl、４は2/3が残り、復元１１径12..1cm、器尚2.3cmである。

５は内面にロクロ１１を残し、底部を糸切り離しした征地系土師器の皿である。３/,lが残り、口径
12.0cm、底径6.6cI11、器I断2.5cmである。６は占代の須恵器で、尚台付き碗。底径11.2clll。

－３１－
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⑤最下層の遺構と遺物

概要（第36図）調査区南側の水路に面

した面を観察し、地山と認めた最下部か

ら検出した遺構群である。２区西部で大

型の土坑SK48、それに重複するSＫ４９，

３区西部にありＳＫ２４の下で検出したSK

50、東部で検出した溝状遺構SD44・土

坑ＳＫ４５・ＳＫ４７、遺物包含層SX42があ

る。京都系土師器１期と在地系土師器の

共存から、１６世紀前葉から中葉に比定す

る。

ＳＸ４２（第19図）調査区東部に位置

し、層序図ではi層に該当する遺物包含

層である。第36図では三ヶ所に分かれた

状態で図示しているが、連続的に分布し

ていた。多量の土師器がまとまって捨て

られた状態であった。

SX42出土遺物（第36図ｌ～18）１

は脚部に雷紋の刻印がある瓦質火鉢。２．

３は在地系土師器皿の完形品で３の外底

面には板状圧痕が付く。４～17は京都系

土師器皿で、図示したのは完形品（４～

６．１６)、２/3以上残存品（７．１０．１１．

１５．１７）等である。１６．１７は口縁部の広

い範囲に煤が付く灯明皿である。１８は備

前焼喪。

ＳＫ４５（第38図）ＳＫ４７の東に位置す

る、長さ1.8,幅0.5ｍ強、深さ0.2ｍの土

坑である。遺物は出土してないが、検出

面が同じであり、ＳＫ４７の時期である。
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第39図SK47出土遺物実測図

ＳＫ４７（第38ｌｘl）ＳＸ､12と垂複関係にないが、ほぼ同

時に存在した遺枇である。規模は1.57ｍ×1.4ｍ、深さは

0.6ｍである。

SK47出土遺物（第36図ｌ）５は京都系土師器１期

の皿。６は在地系上師器で、内面にはロクロ目は残らな

い。

ＳＸ４６（第.12Ｍ）ＳＸｌ６は束端部の斜面に廃棄された

土師器類の包含肘である。ＳＫ４５が後から切り込んでい

る。第36ｌｘlのSXl2とほとんど尚低差はないが、SX46が

上にある。

SX46出土遺物（第43膳'１）１は器壁の厚さが5111m

以ドで内面には接合痕があり、底部が薄く京都系土師器

１期の特徴をもっている。ＳＸ‘16ではこの他にも、多数

の破片が存住する。

－３５－



ＳＫ４８（第３６．４１図）２区西部の中世地山面で検出した不正形の土坑である。中央にベルトを

残したまま図化しているが、東側の段差は自然地形の斜面部が始まる位置である。南部は壁がめぐ

らなかった。埋土上部に磯が十数点と瓦質土器・銭貨が出土した。

SK48出土遺物（第４１．４２図）瓦質土器は口縁部が短く外反し、内面に稜線をもつもので、器

面調整は内面胴部を横方向の刷毛目、その他の部分はなでている。銭貨は「口元□□」と読める銅

銭である。

ＳＫ５０（第40図）ＳＫ２４調査後、下位で検出した土坑である。所属時期は16世紀前葉～中葉であ

る。

SK50出土遺物（第40図ｌ）床面から出土した京都系土師器１期の皿である。
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第42図SK48出十銭投影

包含層の遺物

辿構以外の遺物は、平1m的に位置を記録して採り上げたものと包含届それぞれで一括したものと

がある。木洲在低では近世以降の水111の酸化し硬化した床土を５層とする。第62Ｍに５屑'二下の遺

物を褐戦している。第50図～58図．６０図の遺物はSKll確面の土層を基準に採りｋげたため、第４

図の調査区北面-'二屑との対応関係について説明しておきたい。ＳＫｌｌ検出面である薄い褐色土（土

器片にはB耐と注記）が北壁の30層上部に対応する。下層の黒色土は30層中部と下部である。黒色

土下位に褐色上（Ｃ屑と注記）があり、そのドの黒悶色土（，．Ｅ層と注記）が北職の.13層に対応

する。

第46脚（ｌ～36）

第471叉Ｉ（ｌ～９）１は中国南部製の褐紬lWIil器|川耳蝿。２は瓦質畿の’1縁部。３．４は備前焼橘

鉢。６は浅い瓦質火鉢。７は瓦質の風炉。８は丸瓦。９は平瓦。
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第48図（１～８）１は平瓦。２は凝灰岩製の羽口で送風口部分に溶けた金属が溶着している。

３は鉄製毛抜きの完形品。４は鉄製釘。５は鉄製品で、箪笥等の引出しの取っ手。６は中国製青花

皿で、見込みには幅13ｍほどの蛇の目紬剥ぎがあり、重ね焼き痕が付く。畳付きは紬剥ぎ。７は中

国製白磁皿。８は中国景徳鎮窯系青花皿。見込みと高台付け根に青い線が廻る。

第49図（ｌ～25）２は表面に金箔が付着した鎧等の紐用品である。８は６層出土の煙管。

2３

。
５
◎
吃
壷

一
一

耐
い
い
岬
岬
Ⅲ
Ⅲ
ｖ
Ａ
Ｍ
Ｗ
Ｍ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｕ
い
〔
い
い
町
咋
〕

2１

節炉
！’

－４４－

１０cｍ

第49図包含層出土遺物実測図

０

2４
2２

一 ロ

2０

1８
一 一



、

鵜 ロ

第50図包含層出土遺物実測図

§

４

鱗〃
f"

１０ｃｍ

第501叉Ｉ（ｌ～19）黒色土脳出上。１は求祁系ｌ:師器２期のIIllo2は任地系-1畠師器ｌｌＭｏ３は瓦質

上器の饗。口縁部に列点紋があるもので、大友府|ﾉ1町で辿有のものである。

第51図（ｌ～25）黒色土11J〔ドの褐色.上仲iから川上した。すべて内而にロクロI雫Iを残す/l；地系｜：

師器皿である。２．４．６～８は外底1ｍに板状Ilそ痕が付く。２と３は口縁部上端には煤が|､1.綿し灯

明皿として使われている。
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第52図包含層出土遺物実測図

第52図（ｌ～10）黒色土直下の褐色土層から出土した。すべて１期の京都系土師器Ⅲlである。

１は完形品で焼成後の穿孔が５個あり、中央部の４個は外側から、単独の１個は内側から突いてい

る。２と５の口縁部上端には煤が付着し灯明皿として使われている。
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黒褐色上

７

第53図包含層出土遺物実測図

第53図（１～８）第53図～第57図の遺物は、第５１．５２図の遺物が出土した褐色土層直下の黒褐

色上層から出土した。第53図はすべて京都系土師器で、１８．１９が通称焼塩蓋である他、残りは皿・

小皿である。１６は口縁部上端には煤が付耕し灯明皿として使われている。

第54図（ｌ～４）黒褐色土層出土。すべて在地系土師器である。２．５．６．１１には外底面に

板状圧痕が付く。３．９．１０．１１には内而に段状のロクロ目が見られない。９と11は14世紀初頭か

ら前葉のもの。７は'二I縁部上端には煤が付着し灯明皿として使われている。

第55図（１～５）黒褐色土層出土。１は平行条線のめぐる瓦質火鉢。２は１と同一個体と思わ

れる器体下半部で、外面に条線をめぐらし、脚部に型押しによる龍頭紋をもつ。３は在地系火鉢で

双頭蕨手流雲紋の中央に分割線をもつもの。４は瓦質火鉢。５は平瓦。

第56図（ｌ～３）黒褐色土屑出土。すべて平瓦。
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第57図包含層出土遺物実測図

第57図（ｌ～９）黒褐色ﾋﾙ出'二。１～４はｌ剛の京都系土師器Ⅲ。５～８は見込み部分を除

いて断面が三角形となる共通点をもつ。在地系ｌ:師器にほとんで類例（大友府内町跡５次調査区

15世紀代のASKOO3で１点）がなく、他地域からの搬入ＩｌｉＩ１の．IIJ能性もある。９は滑行製石鍋。

－５２－



地IlIIl！〔l弓

二回１１

近世以降

ー

Iへ

Ｉ

０ lＯｃ ロ■

第58図包含層出土遺物実測図

第58ｌｘＩ（１）黒褐色土Ⅳiのド１Wで、地山直上から川上した。１は平瓦。

第591叉Ｉ（１～11）１～５は焼土分布部分（SKl2）から出こした。６～11は慨!Iil』部分出土。６

は在地系’二師器皿。外底面に板状lli痕が付く。７は京都系’二師器。８は-k師質鍋。９は瓦質火鉢。

10は備前焼播鉢。１１は近ＩＩｔ陶器播鉢。

第６()図（ｌ～19）黒褐色ヒル1のド層で、地山直上から出土した。１～１３．１５～18は京都系土師

器１期。１．２．５．６の見込み部には刷毛目が残る。１１には焼成前の穿孔が３個ある。１４が在地

系MIIi器。１５には焼成後の穿孔がある。

第61図（ｌ～25）１．２１ﾒ§で辿椛検出した二lI1lllの面で出-|ルた遺物である。複数lrjが斜面に

堆械していた３区との対応関係は把握できなかった。１～９は京都系土師器Ⅲ１．１は見込みに刷毛

'二}が残る。５．９は口縁部上端には煤が付着し灯明皿として使われている。１０は任地系土師器皿。

11は瓦質火鉢の脚。１２は瀬戸美淡製陶器鉢。１３は弥生･上器。１４は平瓦。１５は鉄雛。

第６牢Ｉ（１～20）近Ｉｌｔ以降の肺1から出土した遺物である。５層が鉄道敷き以前の水田床土であ

る。１～３は４層、４～８は５１Ｗ、９～18は６層、１９．２０は７届から出土した。１は’二師質鍋。２

はにI磁で、見込みに月跡がひとつある。３は肥前系の陶胎染(､l･け碗で、１７１１１:紀|iii染。４は瓦質播鉢。

５は近'11:１ｂ期の備前焼播鉢。６は備前焼壷。７は占代の須恵器Ｉ笥台付き碗。８は|』I磁皿。９は近

世初頭唐津焼の碗。１０は瓦質火鉢。１１はi花Ⅲ。１２は備前焼水屋翌。１３は備前焼髄。１４は須恵器饗。

15はl:師質の高坪脚部。１６は備前焼壷。１７は備前焼製。１８はI|｣国華南製白磁皿。１９は中国製青磁碗

底部。２０は備前焼壷。２１はＩｌＩＩ剰製IIf磁皿で明緑灰色。
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第63図（１～８）銅製の銭貨である。１．２は銘文不明。３は北宋の元宝辿'i藍、４は北宋の卿

寧通領、５は煙禰の頭を潰し通貨として通川した雁首銭。６．７は唐の開元通宝。

第6.1図（ｌ～５）１～４は第６図の層序lXlIlIの16層から抜き取った１期の京都系土師器lⅢであ

る。この16層はSK33として扱ったところであり、Iiil一時期に廃菜された遺物である。

カラー写真図版の遺物（巻末ｌ～51）遺椛外で出土した陶磁器類を説IﾘＩする。１．２は炎1m採

集。３．４は撹乱出土。５は２＃１．１６世紀のIllIIiI龍泉窯青磁碗Ｃ3類。６～10は４層出土。１１～２１

は５層出土。２２～34は６層出土。
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府内町跡40次調査遺物観察表

挿図Ｎｏ． 器秘 生産地

第９図１ 陶器 型押皿 中国華南

第９図２ 陶器 鉢 備前

第12図Ｉ 京都系土師器 皿 在地

第12図２ 青磁 碗 中国

第１２図３ 瓦質土器 火鉢 在地

第12図４ 鉄製品 釘 任地

第12図５ 京都系土師器 皿 在地

第12図６ 京都系土師器 鉢 在地

第12図７ 陶器 喪 備前

第12図８ 瓦 平瓦 在地

第12図９ 鉄製品 釘 在地

第12図10 政和通宝 坪 在地

第15図Ｉ 陶器 稲鉢 備前

第15図２ 陶器 播鉢 備前
第15図３ 陶器 天目碗 瀬戸美濃
第15図‘１ 陶器 舟徳利 朝鮮

第15図５ 陶器 瓶 備前

第15図６ 鉄製品 刃物 櫛地

第15図７ 鉄製品 釘 右地

第１５図９ 陶器 播鉢 揃地

第15図８ 鉄製品 釘 在地

第15図10 土 蕊土 在地

第17図１ 京都系土師器 坪 在地

第17図２ 京部系土師器 坪 在地
第17図３ 京都系土師器 坪 在地

第17図４ 京都系土師器 坪 在地

第17図５ 染付け 壷 肥前

第17図６ 背花 舞笥底皿 IlIIRl樟洲窯

第17図７ ガラス 不明

第19図１ 陶器 描鉢 備前

第19図２ 陶器 翌 備前

第19図３ 陶器 播鉢 備前

第19図４ 瓦質土器 火鉢 在地
第19図５ 石製品 石臼 在地

第19図６ 瓦質土器 火鉢 在地
第19図７ 瓦 平瓦 在地

第19図８ 瓦 平瓦 任地
第21図１ 京都系土師器 碗 在地

第21図２ 陶器 皿 瀬戸美濃

第21図３ 白磁 碗 朝鮮
第２I図‘Ｉ 背花 碗 中国龍泉窯
第21図５ 瓦質土器 鉢 在地

第21図６ 瓦質土器 碗 在地

第21図７ 瓦質土器 碗 在地

第21図８ 瓦質土器 鍋 在地

第21図９ 陶器 捕鉢 備前
第21図１０ 鉄製品 在地
第21図１１ 鉄製品 釘 在地

第21図1２ 陶器 三彩 中国華南
第23図Ｉ 白磁 皿 中国

第23図２ 陶器 揃鉢 備前
第23図３ 陶器 水入 備前
第23図４ 白磁 碗 ベトナム

第23図５ 青花 碗 中国景徳鎮窯
第23図６ 瓦質土器 鉢 国内
第23図７ 瓦質土器 角火鉢 在地

第23図８ 瓦質土器 火鉢 在地
第23図９ 京都系土師器 皿 在地
第23図1０ 在地系土師器 皿 在地

第23図lｉ 鉄製品 釘 在地
第23図1２ 鉄製品 釘 在地
第26図１ 京都系土師器 皿 在地
第26図２ 京都系土師器 皿 在地
第26図３ 京部系土卵器 皿 在地
第26図‘１ 京都系土 茄器 皿 在地
第26図５ 瓦質土器 角火鉢 在地
第26図６ 瓦質土器 火鉢 在地
第26図７ 鉄製品 釘 在地
第26図８ 鉄製品 釘 在地
第26図９ 鉄製品 釘 在地
第26図10 鉄製品 釘 在地
第27図Ｉ 背花 碗 中国景徳鎮窯
第27図２ 京都系土師器 皿 在地
第27図３ 京都系土師器 皿 在地
第27図４ 京部系土師器 皿 在地
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へラ記号

褐色・茶色土粒中砥・二箇所煤
薄緑

淡灰白色

褐色・外面煤付着

傾き不明

凸面へラ切り

北宋1111年

雌大口径31.8cｍ

交叉すり目

略赤褐色

蹄赤褐色

数値は長さ･厚さ･重さの順

数値は長さ･厚さ･重さの順

交叉すり目

〔白色

兇黄燈色

R白色

'&黄燈色

1630年～50年

幅2.3cm。緑色

へラ記号

交叉すり目

橘褐色

下臼。凝灰岩

掩色

両面に砂目欄み痕

両而に砂目械み痕

灰黒色

淡黄灰色

Iﾘ１機褐色

暗褐色

交叉すり目

数値は長さ･厚さ･重さの順

数値は長さ･厚さ･重さの順

北壁No.21と接合

外底面露胎。見込み目跡

暗褐色

灰黄褐色

暗灰色

淡黄色

機色

数値は上1点の長･厚・亜

数値は長さ･厚さ･重さの順
金色雲母微雌

褐色・茶色土粒少最

褐色

褐色・見込み環状窪み巡る

S48と接合。蹄灰色

数値は3個の

数値は長さ･厚さ･重さの順
数値は長さ･厚さ･重さの順

数値は長さ･厚さ･重さの順

淡黄色

にぶい黄燈色

淡黄色
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調査遺物観察表

挿図Ｎｏ． 器 種 生産地
法圃

口径

(単位

底径

｡､）

器高
遺構名 備考

第27図５ 瓦質土器 皿 在地 SＫｌｌ

第27図６ 鉄製品 釘 在地 ａ２ 0.7 4.19 SＫｌｌ 数値は長さ･厚さ･重さの順
第30図1 京都系土師器 皿 在地 １６ ２ 2.5 SＫ２５ 浅黄横色
第30図２ 京都系土師器 皿 在地 1２ ４ 2.3 SＫ２５ 浅黄横色
第30図３ 京都系土師器 皿 在地 10９ 2.2 SＫ 淡黄色
第30図４ 京都系土師器 皿 在地 10２ 2.4 SＫ２５ にぶい黄捲色
第30図５ 鉄製品 釘 在地 ６２ 0.5 5．１９ ＳＫ２５

第30図６ 瓦質土器 鉢 在地 2４ ６ ＳＫ２５ 淡灰色
第32図１ 京都系土師器 皿 在地 12.0 2.6 ＳＫ２９ 褐色
第32図２ 青花 碗 中国湾洲窯 ＳＫ２９

第32図３ 青磁 中国 ＳＫ

第32図４ 鉄製品 釘 在地 3.3 0.7 5．９９ ＳＫ２９ 数値は長さ･厚さ･亜さの順
第32図５ 鉄製品 釘 在地 3.7 0.9 6．６９ ＳＫ２９ 数値は長さ･厚さ･重さの順
第32図６ 京都系土師器 皿 在地 12.9 2.5 ＳＫ３４ 横褐色・茶僅－１毛粒中砧
第32図７ 在地系土師器 皿 在地 10.4 ９ ３ ＳＫ３４ 横色・茶色土粒微最

第35図１ 京都系土師器 皿 在地 12.8 2.35 ＳＫ３３ 淡黄色
第35図２ 京都系土師器 皿 在地 12.4 2.15 ＳＫ３３ 淡黄色
第35図３ 京都系土師器 皿 在地 13.2 2.5 ＳＫ３３ 燈褐色
第35図４ 京都系土師器 皿 在地 12.4 2.3 ＳＫ３３ 淡黄色
第35図５ 在地系土師器 皿 在地 1２ 6.6 2.5 ＳＫ３３ 灰黄褐色

第35図６ 須恵器 碗 国内 11.2 ＳＫ３３

第37図１ 瓦質土器 火鉢 在地 SK42西 需紋
第37図２ 在地系土師器 ｌｌｌｌ 在地 ４ 6.1 2.55 ＳＫ４２ 赤褐色

第37図３ 在地系土師器 皿 在地 1１．８ ６ 2.3 ＳＫ４２ 赤褐色

第37図４１ 京都系土師器 皿 在地 1０ ２‘Ｉ ＳＫ４２ 燈褐色No.Ｉ

第37図５ 京都系土師器 皿 在地 1０．４ ２４１ ＳＫ４２ 褐色No.２

第37図６ 京都系土師器 皿 在地 10.2 ２‘） ＳＫ４２ 橘褐色No.３

第37図７ 京都系土師器 皿 在地 16.5 ２３ ＳＫ 黄灰色

第 )7図８ 京都系土師器 皿 在地 15.8
９
】 ７ ＳＫ４２ 淡黄横色

第 Ｗ図９ 京都系土師器 Ⅲ 在地 13.6 ２３ ＳＫ４２ 淡黄色

第 }7図１０ 京都系土師器 皿 在地 13.1 ２５ ＳＫ４２ 淡黄色

第37図1１ 京都系土師器 皿 在地 12.6 ２リ
ゴ ＳＫ 淡黄色

第37図1２ 京都系土師器 皿 在地 12.5
？
】 ０ ＳＫ４２ 淡黄色

第37図1３ 京都系土師器 皿 在地 1２．６ ２‘Ｉ ＳＫ４２

第37図1４ 京都系土師器 皿 在地 10５ ２２ ＳＫ４２ 淡黄色

第37図1５ 京都系土師器 皿 在地 110４
リ
】 ツ

ー ＳＫ４２ 淡黄赤色

第37図1６ 京都系土師器 皿 在地 10３ ２ ＳＫ４２ 上部広範囲に煤付済

第37図1７ 京都系土師器 IHl 征地 10７ ２３ ＳＫ４１２ 上部全周に煤付着

第37図1８ 陶器 翌 備前 SK42西 淡灰色

第39図１ 京都系土師器 皿 在地 19.1 2.7 ＳＫ４４ 暗灰褐色。板状圧痕

第39図２ 京都系土師器 皿 在地 1２ ５
り
】 ５ ＳＫ４４ 淡褐色

第39図３ 京都系土師器 皿 在地 1０ ６ ２ ＳＫ４４ 淡燈灰色

第39図４ 在地系土師器 llll 在地 10０ 41.7
リ
】 ０ ＳＫ４４ 全周に煤付蒲

第39図５ 京都系土師器 IIll 在地 10 ２３ ＳＫ４７ 淡燈灰色

第39図６ 在地系土師器 皿 在地 1２ ８ 5.3
リ
】 ９ SＫ４７ 明燈色

第40図Ｉ 京都系土師器 皿 在地 Ⅲ ３ 2.6 SＫ５０

第41図１ 瓦質土器 鍋 在地 SＫ４８ 灰色・内而刷毛目

第’１１図２ 鉄製品 釘 剛内 SＫ４８

第‘11図３ 鉄製品 釘 国内 SＫ４８

第42図Ｉ 不明銭 銭 中国 3．０９ SＫ４８

第44図Ｉ 京都系土師器 皿 在地 1２ ９ 2.2 SＫ４６ 淡燈灰色

第46図Ｉ 京都系土師器 皿 在地 １２ ９ 2.7 ｌ区’ 平面図巾にある 幽物

第46図２ 京都系土師器 Ⅲ 在地 1２ ７ 2.3 １区３ 平面図中にある 直物

第46図３ 京都系土師器 皿 在地 10２ 2.1＋ １区４ 平面図中にある 曾物

第16図４ 京部系土師器 皿 在地 ２区７ 平面図中にある 図物

第46図５ 京都系土師器 皿 在地 10.6 2.3 ２区８ 平面図中にある 遺物

第46図６ 京都系土師器 皿 在地 1２ ５ 2.5 ２区1１ 平面図中にある遺物

第46図７ 京部系土師器 Ⅲ 在地 1２ ９ 2.2 ２区1３ 今１ z面図中にある遺物

第46図８ 京都系土師器 皿 《Ｉ 地 ８０ 2.4 ２区1４
一
、
一 2面図中にある遺物

第46図９ 京都系土師器 皿 内地 1２ ８ 2.2 ２区1５
一
型 z面図中にある遺物

第46図10 京都系土師器 皿 油地 1２ ７ 2.3 ２区1６ Jｉ z面図中にある遺物

第46図1１ 在地系土師器 皿 《Ｉ 地 1１ ６ 5.5 2.4 2区1８ II
d l燈色

第46図1２ 京都系土師器 皿 、地 1２ ３ 2.2 2区2４
ｂ
ゾ
グ
印
ひ 吃燈灰色

第‘１６図１３ 京都系土師器 皿 在地 1３ ２ 2.1 2区2５
●
稲 唯燈白色

第‘16図1４ 京都系土師器 lⅢ 在地 1０ ９ 2.4 ２区2９ Ｉ2面図中にある遺物

第46図1５ 京都系土師器 IⅢ 在地 １０ ８ 1.8 ２区3０
一
Ｊ ﾕ面図中にある遺物

第46図1６ 京都系土師器 皿 在地 10７ 2.1 ２区3１ 5ﾕ面図中にある遺物

第46図1７ 京都系土師器 皿 在地 10.5 ９ ２区32-1
’
１ z面図中にある遺物

第46図1８ 京都系土師器 皿 在地 13.0 ２0 ２区32-2 ］z面図中にある遺物

第46図1９ 京都系土師器 皿 油地 1２ ８ ２２ ２区32-3
一
Ｊ z面図中にある遺物

第46図2０ 京都系土師器 Ⅲ１ ｆｌ 地 1３ ０ ２２ ２区3３ ３z面図中にある遺物

第46図2１ 京都系土師器 皿 内地 1０ ５
リ
】 ０ 2区3４ §z面図中にある遺物

第46図2２ 京都系土師器 皿 力地 1０ ４ ツ
ー ２ 2区3５ 瓦z而図中にある遺物

第46図2３ 京都系土師器 皿 任地 10４ ２ 2区3６
－
１ z面図中にある遺物

第46図2４ 京都系-t師器 IⅢ 柾地 10６ ２２ 2区3７ 。z而図中にある遺物
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府内町跡40次調査遺物観察表

挿図Ｎｏ． 器棚 産地
法欣（単位

、径 底径

狐）

器高
遺柵名 術考

第46図2５ 京都系土師器 皿 、地 1０．７ 2.1 2IＸ３９ 平面図中にある遺物
第46図2６ 京都系土師器 皿 血地 10６ ２リ

ー 2区4０ 平面図中にある遺物
第46図2７ 京都系土師器 皿 ｒＩ 地 1３

ｰ

;） ２ 区11 平面図中にある遺物
第46図2８ 京部系土師器 HIl 、地 10７ ２リ

ゴ 1２ 平面図中にある遺物
第46図2９ 京都系土師器 IIIl 白地 ８７

リ
】 区4５ 賊褐色

第46図 １０ 京都系土師器 皿 間地 1３ ツ
ー

リ
】 ０ 区L1６ 平面図中にある遺物

第46図 Ｉｌ 京都系土師器 皿 、地 1２ ９
り
】 ３ 区4８ 平面図中にある遺物

第46図 )２ 京都系土師器 皿 曲地 1２ ７
リ
】 ４ 2区1９ 褐色

第46図 1３ 京都系土師器 皿 櫛地 1０ ５ ２ 2区5１ 褐色・二箇所煤付着
第46図 }１ 京都系土師器 皿 曲地 ７８

リ
】 21Ｘ5３ 褐色・二箇所煤付着

第46図 １５ 京都系土師器 皿 rｌ 地 3区3 侭褐色
第46図3６ 京都系土師器 耳皿 在地 6.1 2.0 Ｉ区６ 平面図中にある遺物
第47図Ｉ 褐紬陶器 四耳壷 ''１１劃南部 2区５ 包含届出十
第47図２ 瓦質土器 喪 在地 灰色
第47図３ 陶器 橘鉢 備前 21Ｘｌ９ 赤色
第47図４ 陶器 棚鉢 備前 3区４ 交叉すり目
第47図５ 瓦質土器 鉢 国内 3‘1.6 3区５ 淡茶褐色。外而煤付篇
第47図６ 瓦質土器 火鉢 椛地 34.0 30.0 1０．８ 2区２ 略灰色
第47図７ 土師質土器 風炉 国内 2区6３ 黒色・横へラ膳き
第47図８ 瓦 丸瓦 在地 2区26 外而縄目・内而布目
第47図９ 瓦 平瓦 在地 11Ｋ７

第47図10 ガラス 不明 1．５９ 3区１ 祷融している
第48図１ 瓦 12瓦 在地 2区25
第48図２ 石製品 '1口 国内 凝灰岩。溶融金属付着
第48図３ 鉄製品 三１ i抜き 国内 7.9 0.9 11.89 数値は長さ･幅･重さの順
第48図Ｉ 鉄製品 釘 国内 5.7 0.6 1０．６９ 2区６１ 数値は長さ･陣さ･重さの順
第48図５ 鉄製品 把手 国内 12.0 0.7 18.79 2区63 数値は長さ･厚さ･箪さの順
第48図６ 青花 Ⅲ 中国涼州窯 5.1 2ｌｘ９ 蛇の目紬剥ぎ・砿ね焼き
第48図７

第48図８ 青花 皿 中凶景徳鎮 6.8 2区１

第49図１ 鉄製侃 釘 在地 8.1 0.95 23.79 SＫ８ 数値は長さ･厚さ･重さの順
第49図２ 銅製品 こはぜ 国内 2.4 0.5 ８９ 5価 表面に金付諦
第49図３ 銅製品 不明 国内 0） ｏｇ 5府
第49図４ 鉄製品 不明 岡内 8.9 0.9 ２９ 1.2区二面 数値は長さ･似さ･重さの順
第49図５ 鉄製品 釘 国内 ‘1.9 ０ ６８９ 1.2区二面 数値は長さ･陣さ･重さの順
第49図６ 鉄製品 釘 国内 6.4 ０９ 1３ ６９ 1.2区二面 数値は長さ･厚さ･重さの順
第49図７ 鉄製品 釘 国内 5.0 ０６ ３８９ 1.2区二面 数価は長さ･厚さ･重さの順
第49図８ 鉄製品 蝿管 岡内 3,2 0９ ‘Iｇ 東部6層 数仙は長さ･幅･亜さの順
第49図９ 鉄製ＩW， 釘 国内 41.1 0６ ３2９ 1.2区二面 数値は長さ･幅･取さの順
第49図10 鉄製品 釘 国内 3.1 0６ 7９ 1.21Ｋ二面 数値は長さ･厚さ 重さの順
第49図1１ 鉄製品 釘 国内 3.3 ０

Ｐ
卯 ﾂ

ー 1９ 東部7届 数値は長さ･厚さ 重さの順
第49図1２ 鉄製品 釘 国内 6.3 ０ 1５ ３９ 部7層 数値は長さ･厚さ 重さの順
第49図１３ 鉄製品 釘 国内 5.6 ０８ ９６９ 中央鼎上屑 数値は長さ･Ｉ早さ 重さの順
第49図Ⅲ 鉄製品 釘 国内 2.‘１ ０８ ３ ９９ Ｉｌ１央黒l堀 数仙は長さ･厚さ 電さの順
第49図1５ 鉄製品 釘 国内 6.1 ０７ Iｌｇ 中央黒上屑 数価は長さ･似さ 重さの順
第49図1６ 鉄製品 不明 同内 6.8 ‘Ｉ ９ 中央黒上層 数値は長さ･厚さ 重さの順
第49図1７ 鉄製品 小柄 国内 ‘１．１ ０６ 8．０９ 中央鼎上届 数仙は長さ･厚さ 重さの順
第49図1８ 鉄製1W， 小柄 国内 1１．８ 0８ 3２９ 2区無色土 数値は長さ･厚さ 亜さの順
第49図1９ 鉄製品 釘 岡内 3.0 ０６ 2．３９ 3区黒色土下 立。数値は長・厚･重
第49図2０ 鉄製1W 不明 岡内 12.3 ０５ 1６．８９ 2ｌｘ， 数値は長さ･似さ･重さの順
第49図2１ 鉄製品 不明 国内 1.0 ０６ lｏｇ 2区， 数値は長さ･呼さ･重さの順
第49図2２ 鉄製品 釘 国内 １．９ ５

一
耐 Ｌｏｇ 3区束， 数値は長さ･厚さ･重さの噸

第49図2３ 鉄製品 釘 岡内 ４１．８ ０８ ４１．０９ 3区束， 数仙は長さ･I￥さ･重さの順
第49図2４ 鉄製‘Ｗ 国内
第49図2５ 鉄製品 刀子 国内 9.1 0.3 １０．１９ 3区西黒色士 下の黒褐色土
第50図１ 京部系土師器 皿 在地 10.8 2.7 』区Ａ 灰白色。黒色上下の黒褐色土
第50図２ 在地系土師器 皿 在地 141.7 7.1 3.6 』区Ａ 樋色
第50図３ 瓦質土器 弧 国内 l区Ａ 灰色
第50図４ 白磁 碗 中国龍泉窯 16.4 Ａ

第51図１ 在地系土師器 皿 在地 15.3 6.6 3.1 R色土下位。淡黄橿色。板圧痕
第51図２ 在地系土師器 皿 在地 12.1 6.7

り
】 R色土下位。煤付芯。淡黄樋色。板圧痕

第51図３ 在地系土師器 １１１１ 、地 1０．３ 5.9 ２ }区 u色土下位。煤付藩。僚色。板圧痕
第51図'１ 在地系土師器 IⅢ ｲＩ 地 1２．７ リ

】 ５ u色土下位。樋色。板圧痕
第51図５ 在地系土師器 皿 力地 1２．６ 5.8 ２６ I区 H色上下位。にぶい橿色
第51図６ 在地系土師器 皿 在地 12.4 ７ ２７ 黒色土下位。赤褐色。板圧痕
第51図７ 在地系土師器 IⅢ 在地 10.7 卸.イ ９ 黒色土卜位。にぶい樋色。板圧痕
第51図８ 在地系土師器 皿 在地 1２．１ 6.3 ２４ 伽 痕。椴色。３区無色土下位。
第52図Ｉ 京都系土師器 皿 在地 13.0 ２４ 3区 M色土下位。淡黄色。焼成後穿孔５
第52図２ 京都系土師器 皿 在地 1２．５ ﾂ

ー ２ 3区 !(色土下位。淡黄色。煤付埼
第52図３ 京都系土師器 皿 在地
第52図‘Ｉ 京部系土師器 皿 rｌ 地
第52図５ 京都系土師器 皿 、地 12.9 2.3 )低照色土下 。煤付着。灰白色
第52図６ 京郁系土師器 皿 fｌ 地 １２．７ 2.1 }区無色土下 〔・灰白色
第52図７ 京都系土師器 皿 間地 1３．０ リツ I区黒色土下 匠。灰白色
第52図８ 京都系士師器 皿 、地 10.7 2.0 I区照代十~Ｆ 〔 ・ 灰 白 伝
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第52図９ 京都系土師器 皿 在地 10.6 2.3 3区黒色土下 立。浅黄横色

第52図１０ 京都系土師器 皿 在地 10 2.1 3区黒色土下‘ 立。浅黄燈色

第53図１ 京都系土師器 皿 在地 1４ ８ 2.2 1.2区二而 淡黄灰色。見込みに刷毛状調整，
第53図２ 京都系土師器 皿 在地 1４ ５ 2.5 12区二面 淡黄灰色。黒色土下の黒褐色土

第53図３ 京部系土師器 皿 在地 1２ ８ 2.3 ３区束 黒色土下の黒褐色士

第53図４ 京都系土師器 皿 在地 1２ ８ 2.0 2区 黒色土下の黒褐色土

第53図５ 京都系土師器 皿 在地 1２ ６ 2.2 ２区束 灰白色。黒色土下の黒褐色土

第53図６ 京郁系土師器 皿 在地 10２ 2.3 ３区東 淡黄色。黒色土下の黒褐色土

第53図７ 京都系土師器 皿 在地 1３ ２ 2.5 2区 黒色土下の黒褐色土。淡燈白色

第53図８ 京都系土師器 皿 在地 1０ ４ 2.1 ３区 淡黄色。黒色土下の黒褐色土

第53図９ 京都系土師器 皿 在地 10４ 2.4 3区東部 淡黄赤色。黒色土下の黒褐色土

第53図10 京都系土師器 皿 在地 10２ 2.0 2区 黒色土下の黒褐色土

第53図1１ 京都系土師器 皿 在地 10.3 2.1 2区 黄灰色。黒色土下の黒褐色土

第53図1２ 京都系土師器 皿 在地 10.4 3区東部 淡黄色。黒色土下の黒褐色土

第53図1３ 京都系土師器 皿 在地 10.6 2.4 ２区 黒色土下の黒褐色土｡淡横白色淡黄灰色

第53図1４ 京郁系土師器 皿 在地 9.1 2.0 3区東部 黄機色。黒色土下の黒褐色土

第53図1５ 京都系土師器 皿 在地 4区 黒色土下の黒褐色土

第53図1６ 京都系土師器 皿 在地 8.7 2.3 1.2区二面 淡黄色。煤一箇所付着，

第53図1７ 京都系土師器 皿 在地 8.7 2.2 2区 淡黄灰色。黒色土下の黒褐色土

第53図1８ 京都系土師器 焼塩壷蓋 在地 2区東部 黒色土下の黒褐色土

第53図1９ 京部系土師器 焼塩素蓋 在地 4.6 4.0 1.6 3区東部 淡黄色。黒色土下の黒褐色土

第54図１ 在地系土師器 皿 在地 １１ ８ 3.3 6.0 2区｡黒色士下の 色士。にぶい侭色ｌ黒色土下の難色土

第54図２ 在地系土師器 皿 在地 1２ ４ 2.7 6.9 4区 黒色土下の黒褐色土・片側に煤

第54図３ 在地升 土師器 皿 在地 1１ ２ 8.3 2.9 4区 黒色土下の黒褐色土

第54図４ 在地升 土師器 皿 在地 1１ ９ 2.3 7.15 4区 黒褐色土

第54図５ 在地引 土師器 皿 在地 1１ ７ 2.55 6.8 ３ 黒色土下の黒褐色土。板圧痕

第54図６ 在地引 土師器 皿 在地 8.2 1.7 5.1 3区東 黒色土下の黒褐色土Ｄ・板圧痕

第54図７ 在地升 土師器 皿 在地 14.7 7.1 3.6 2区Ａ 橿色

第54図８ 在地引 土師器 皿 在地 3区 赤褐色。黒色土下の黒褐色土

第54図９ 在地系土師器 皿 在地 ９ 3.7 6.8 2区 黒色土下の黒褐色土

第54図10 在地系土師器 皿 在地 3区 暗赤褐色。黒色土下の黒掲色土

第54図1１ 在地系土師器 皿 在地 32.0 2区 黒色土下の黒褐色土

第55図１ 瓦質土器 火鉢 在地 32.0 2区 黒色土下の黒褐色土

第55図２ 瓦質土器 火鉢 在地 15.2 3区西， 暗灰色

第55図３ 瓦質土器 火鉢 在地 ２ 黒色。黒色土下の黒褐色土，

第55図４ 瓦質土器 火鉢 在地 26.3 ４ 黒色-t下の黒褐色土

第55図５ 瓦 平瓦 在地 3区東部 黒色-t下の黒褐色土

第56図１ 瓦 平瓦 在地 3区

第56図２ 瓦 平瓦 在地 3区束ＤＥ 束Ｅ＋，

第56図３ 瓦 平瓦 在地 3区東部 黒色士下の黒褐色土

第57図１ 京都系土師器 皿 在地 12.8 2.6 3区 受黄燈色・黒褐色土層

第57図２ 京都系土師器 皿 在地 10.3 2.5 3区東部 笠茜椅色・黒褐色土層・煤付着

第57図３ 京部系土師器 皿 在地 1０ ６ 2.2 3区東部 受黄捲色・黒褐色士屑

第57図４ 京都系土師器 皿 在地 1０ ‘１ 4区東部 浅黄色・黒褐伍十府

第57図５ 京都系土師器 皿 在地 ９０ 2.2 7.3

第57図６ 京部系土師器 皿 在地 ９４ 2.2 6.8 黒褐色土

第57図７ 在地系土師器 皿 在地 ９０ 7.3 2.2 4区 にぶい燈色・黒褐色土層

第57図８ 在地系土師器 皿 在地 ９‘Ｉ 7.5 2.2 4区 にぶい燈色・黒褐伝十府

第57図９ 在地系土師器 皿 在地 ９‘１ 7.2 2.3 《1区 にぶい捲色・黒褐伝十屑

第57図1０ 在地系土師器 皿 在地 10０ 9.2 3.2 3区東部 楕色・黒褐伐-t届

第57図１１ 在地系土師器 皿 在地 1１ ９ 7.2 2.3 4区 にぶい燈色・黒褐色土府

第57図1２ 石製品 鍋 長崎 41区Ｅ ４０．２厘

第58図Ｉ 瓦 平瓦 在地 3区東部 束Ｆ

第59図1 白磁 碗 SＫｌ２

第59図２ 白磁 小杯 中国 20.5 SＫｌ２

第59図３ 陶器 天目碗 瀬戸美渡 SＫｌ２

第59図４ 弥生土器 壷 在地 SＫｌ２ 淡茶褐色

第59図５ 鉄製品 釘 在地 SＫｌ２

第59図６ 在地系土師器 皿 在地 10.5 5.8 2.0 撹乱１ にぶい黄袴色

第59図７ 京都系土師器 皿 在地 10.2 2.1 南側撹乱層 にぶい黄袴色

第59図８ 瓦質土器 鍋 在地 南側撹乱府 灰黄褐色

第59図９ 瓦質土器 喪 在地 撹乱 にぶい黄楕色

第59図1０ 陶器 儒鉢 備前 南側撹乱届

第59図1１ 陶器 播鉢 肥前 南側撹乱用

第59図1２ 陶器 播鉢 備前 2区中央Ｆ

第60図Ｉ 京都系土師器 皿 在地 17.0 2.6 2区中央Ｆ 淡茜侭。見込み部刷毛状なで

第60図２ 京都系土師器 皿 在地 1６ ８ ２２ 2区中央Ｆ 灰白仏。見込み部刷毛状なで

第60図３ 京都系土師器 皿 在地 1６ ０ ２６ 3区束Ｆ にぶい椿～褐灰色

第60図４ 京都系土師器 皿 在地 Ⅲ ７ リ
ョ

リ
ー 2区中央Ｆ 貝i入み部刷毛状なで．にぶい黄燈色

第60図５ 京都系土師器 皿 在地 1４ ９ ２６ 2区中央Ｆ 灰白但。見込み部刷毛状なで

第60図６ 京都系土師器 皿 在地 1４ ８ ２３ 2区中央Ｆ 貝i入み部刷毛状なで。灰白色

第60図７ 京都系土師器 皿 在地 8.5 ９ l区西二面 灰白伍

第60図８ 京都系土師器 皿 在地 10.8
リ
】 ６ 2区中央Ｆ 灰白仏

第60図９ 京都系土師器 皿 在地 10.7 ２リ
ー 2区中央Ｆ 淡茜侭

第60図10 京都系土師器 皿 在地 11.0 ２５ 2区中央Ｆ 賠灰茜伍
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第60図1１ 京都系土師器 IⅢ 在地 8.0 1.8 2区中央Ｆ 焼成前穿孔３あり・淡黄色

第60図１２ 京都系土師器 IⅢ 在地 10.6 2.3 2区中央Ｆ 灰白色

第60図１３ 京都系土師器 Ⅲ 御地 10.0 2.1 2区中央Ｆ 煤．にぶい黄燈色
第60図1４ 京都系土師器 皿 曲地 12.0 5.6 3.2 3区東Ｆ 横色

第60図1５ 京都系土師器 焼塩壷蓋 右地 5.0 1.5 焼成後穿孔ｌあり
第60図1６ 京都系土師器 焼塩壷蓋 血地 5.2 ６ 2区中央Ｆ 淡黄褐色
第60図1７ 京都系土師器 焼塩壷蓋 在地 5.3 １．６ 1.2区西Ｆ 淡黄色
第60図1８ 京部系土師器 焼塩壷蓋 在地 5.0 1.5 1.2区西Ｆ 淡黄色
第60図1９ 青磁 碗 中国龍泉窯 ３区地山直上
第61図１ 京都系土師器 皿 在地 16.6 1.2区二面 見込み刷毛状なで。淡黄色
第61図２ 京都系土師器 皿 任地

第61図３ 京都系土師器 皿 在地

第61図4１ 京都系土師器 皿 血地

第61図５ 京都系土師器 皿 曲地 10.4 ２．２ l区二面‘1.3ｍ 淡黄色。煤付若
第61図６ 京都系土師器 皿 ｛Ｉ 地 1０．０ 1.95 1.2区二面 淡黄色
第61図７ 京都系土師器 皿 、地 10.9 2.1 l区二而 淡黄色
第61図８ 在地系土師器 皿 白地 11.6 5.6 2.9 1.2区二面 茶褐色
第61図９ 瓦質土器 火鉢 在地 二 。目地山4.3ｍ

第61図10 陶器 鉢 瀬戸美濃 21.6 1.2区二面
第61図１１ 弥生十器 蝋 在地 1.2区二面 茶褐色
第61図1２ 陶器 喪 常滑 ２区二面
第61図i３ 瓦 平瓦 在地 l区二豆l目地
第61図l‘Ｉ 鉄製品 蟻 内 1０．３ 64.79 l区二回目地 114.3ｍ

第61図1５ 鉄製品 釘 国内 4.9 1.0 6．８９ 2区二面
第61図1６ 鉄製品 釘 国内 4.1 0６ 3．２９ 2区二而
第61図1７ 鉄製品 釘 国内 3.1 ０６ 1．７９ 2区二面
第61図1８ 鉄製品 釘 国内 5.2 ０６ 10.49 2区二面
第61図1９ 鉄製品 釘 国内 ‘１．２ ０８ 7．３９ 2区二面
第61図2０ 鉄製品 釘 国内 5.0 ０６ 3．８９ 2区二面
第61図2１ 鉄製品 釘? 国内 4.6 ０５ 7．０９ l区二面
第61図2２ 鉄製品 釘 国内 6.4 ０９ 13.69 1.2区二面
第61図2３ 鉄製品 釘 国内 4.0 0６ 2．１９ l区二面
第61図2４ 鉄製品 釘 国内 6.月 17.49 l区二回目地山4.3ｍ
第61図2５ 鉄製品 卿 国内 8.9 0９ 23.2輿 Ｉ区二回目地 114.3ｍ
第62図１ 土師質土器 鍋 国内 25.8 4届 にぶい燈色
第62図２ 白磁 皿 中国 5.9 l層
第62図３ 陶胎染付 碗 国内 ‘1府
第62図４ 瓦質土器 棚鉢 国内 西5府 淡灰白色
第62図５ 陶器 棚鉢 備前 西5層 交叉すり目
第62図６ 陶器

←丑才

tHHf 備前 中央5咽十束5肘
第62図７ 須恵器 高台付碗 国内 8.2 束5層
第62図８ 白磁 皿 中国 i０．５ 西5層
第62図９ 陶器 碗 唐津 12.9 東6層 外面下部2mm無紬
第62図10 瓦質土器 火鉢 国内 東6層 淡茶褐色。梅花紋
第62図1１ 青花 皿 中国景徳鎮窯 jｌ 6層
第62図1２ 陶器

＝Ｑ三

t狸 備前 １１
１

Ｆ “屑
第62図1３ 陶器

－０害

備前 ｌｌ
ｌ

ｒ “層 明赤褐色
第62図１１ 須恵器 喪 国内 中 “層 外面叩き・内面同心円紋
第62図１５ 土師質土器 碕杯 国内 功6府 横色
第62図1６ 陶器 土

淑 前 功6局
第62図1７ 陶器 壷 備前 西6脳 淡灰色
第62図1８ 白磁 皿 中国南部 1３．６ 6.8 3.0 西6層 口縁上部内外紬
第62図1９ 青磁 碗 中国 ‘１．０ 4届60＋東7層
第62図2０ 陶器 劉 備前 東7屑 灰褐色
第62図2１ 青磁 皿 中国 中央６層 明緑灰色
第63図１ 不明 2.4 2.1厘 2区－４４
第63図２ 不 明 1.8 １ 1９ 2区黒色土
第63図３ 元豊通索 1078 北宋 １8属 2区－１２
第63図４ き寧元蝦 1０６８ 北宋 2．４１ ２ 8質 2区褐色十届
第63図５ 雁首銭 近世 岡内 1.8 １ lｇ ４洞
第63図６ 開元通宝 ６２Ｉ 唐 2.4 １ ９９ ４肘
第63図７ 開元通宝 店 2.4 ２ 0９ SＫ７

第63図９ 不明銭 2.3 Ｍｇ ＳＫ４１８
第64図Ｉ 京都系土師器 IⅢ 在地 13.2 2.1 職１６ 淡灰色
第64図２ 京都系土師器 皿 在地 1２．８ 2.4 北壁1６ 淡機白色
第64図３ 京都系土師器 Ⅲ 在地 11.1 2.1 北壁1６ 淡樋白色
第64図４ 京都系土師器 皿 在地 10.6 2.6 御６ 淡灰樋色
第64図５ 陶器 捕鉢 備前 北曜No.２ 交叉すり目。外面にもすり目
巻末カラーＩ 青花 碗 中国景徳鎮窯 表而採集
巻末カラー２ 白磁 碗 中国 表而採集
巻末カラー３ 陶器 皿 内野山窯 撹乱 1600～1650年代
巻末カラー４ 青花 碗 中図沌洲窯 擢乱
巻末カラー５ 青花 碗 中国涼洲窯 ２層
巻末カラー６ 染付け 碗 肥前 ４届
巻末カラー７ 青花 碗蓋 肥前 ４届



挿図Ｎｏ．

巻末カラー８

巻末カラー９

巻末カラー10

巻末カラー1１

巻末カラー１２

巻末カラー１３

巻末カラール１

巻末カラー1５

巻末カラー1６

巻末カラー1７

巻末カラー1８
巻末カラー1９

巻末カラー2０

巻末カラー2１

巻末カラー2２

巻末カラー2３

巻末カラー2４

巻末カラー2５

巻末カラー2６

巻末カラー2７

巻末カラー2８

巻末カラー2９

巻末カラー3０

巻末カラー3１

巻末カラー3２

巻末カラー3３

巻末カラー3４

巻末カラー3５
巻末カラー3６

巻末カラー3７

巻末カラー3８

巻末カラー3９

巻末カラー4０

巻末カラー‘1１

巻末カラー1２

巻末カラー1３

巻末カラー4４

巻末カラー4５

巻末カラー4６

巻末カラー‘１７

巻末カラー4８

巻末カラー4９
巻末カラー5０

巻末カラー5１

器樋

青花 碗

青花 皿

青磁 碗

青花 碗

青花 皿

青花 皿

青花 碗

背花 碗

背花 碗

青花 碗

青花 碗

青花 蝶笥底皿

褐紬陶器

褐紬陶器

青花

背花

青花

青花

青花

青花

青花

青磁

背花

背花

青花

背花

陶器

背花

陶器

青花

青磁

背花

背花

青花

青花

青磁

青花

五彩

青花

青花

青花

青磁

青花

陶器

臣且空

軍

壷

碗

皿

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

壷

碗

型押皿
皿

皿

皿

皿

碗

碗

碗

皿

碗

皿

壷

動物

碗

皿

舟徳利

生産地
法Iil

口径

(単位

底径

皿）

器高
遺構名 備考

中国景徳鎮窯 ４肘

中国景徳鎖窯 4眉

中国龍泉窯 ４周

中国景徳鎮窯 ５届

中国景徳鎮窯 ５屑

中国景徳鎮窯 ５層

中国景徳鎮窯 ５周

中国景徳鎮窯 ５層

中国景徳鎮窯 ５届

中国涼洲窯 ５層

中国景徳鎖熊 ５岡

中国涼洲窯 ５屑

中国 ５局 21と同一個体

中国 ５府

中国景徳鎮窯 ６層

中国揮洲窯 ６府 波縁

中国景徳鎮窯 ６層

中国滝洲窯 ６層

中国滝洲窯 ５層

中国揮洲熊 ６届

中国涼洲窯 ６層

中国龍泉窯 ６届

中国景徳鎖窯 ６層

中国景徳鎖窯 ６胴

中国景徳鎮窯 ６屑

中国景徳鎮窯 ６届

中国揮洲窯 ６局

中国景徳鎮窯 第二検出面

中国華南 ３区包含層

中国景徳鎮窯 ３区包含層

中国龍泉窯 ３区包含層

中国滝洲窯 ２区包含層

中国滝洲窯 ４刑

中国涼洲窯 西中央焼土

中国樟洲窯 黒色土上位

中国龍泉潔 黒色土上位

中国揮洲窯 黒色土上位

中国景徳鎮窯 黒色土上位

中国景徳鎮窯 黒色士１２位

中国景徳鎮窯 黒色土直下

中国景徳鎮窯 黒褐色土

中国景徳鎮窯 黒褐色土

中国景徳鎮窯 １．２区地山

朝鮮 １．２区地山

6４



特徴

}1世紀

御内町

第３章まとめ

中世大友府内町跡第40次調査区の特徴は、土師器皿の出土量が他の器種に比べて多いことである。

地形は東側に向かう斜面となっており、そこに廃棄を繰り返し行った状況であった。「大分市史」

提示の「戦国時代の府内復元想定図」では、大友氏館跡の東側を通る第２南北街路の東側にあたる。

国道10号拡幅工事に伴う本調査区北側の府内町第９次調査区と南側の第13次調査区は「御内町」に

比定されており、両者に挟まれた本調査区も「御内町」に該当すると思われる。

調査の結果、検出した遺構は14世紀代の大型土坑が一基あった他はすべて16世紀前葉以降に始ま

る遺構であり、遺物も例外的破片以外は同様であった。小範囲の調査であったが、大友城下町の時

間的展開について重要な資料になると考える。以下では、遺構の変遷について数段階に分けて述べ

る。

１．斜面の埋没について

１４世紀前葉の遺構は中世の地山で検出したSK48である。内部からは操が少量と瓦質土器片１点

が出土しただけで、ゴミ穴とも考えられない。１点だけ出土した瓦質土器は山本分類の鍋Ｂ1類

(山本哲也2007）にあたり、１４世紀中頃とみられるが、遺構の時期を示すとは断言できない。標高

約４ｍの地山はこの場所から東は斜面に移行（標高３ｍ弱）するので、平坦面の末端を利用したも

のとみられる。西部が平坦面で東部が一段低いという状況は、第40次調査区の北側調査区である第

12次・’8次・２８次調査区でも確認され、形成原因について16世紀第３四半期の人為的な掘削と考え

られている。埋め土の最下層から京都系土師器２期の遺物や樟州窯製品が出土すること、１６世紀第

３四半期に建設されたと想定される街路を避けて分布すること等の理由である（坂本嘉弘2006)。

本調査区の低地部は、１６世紀前葉～中葉に比定される（京都系土師器１期に在地系の内面にロク

ロ目を残す土師器が共伴する）段階から16世紀末葉までの長期にわたり、遺物やゴミの廃棄等によっ

て次第に標高を高めている。前記の諸調査区のように人為的に一気に整地した状況は認められない。

本調査区に近い北側の第９次調査区（｢豊後府内４」2006）でも東半分には標高４ｍから３ｍ弱ま

で下がる斜面が認められるので、自然地形の連続が第40次調査区から続いていたようである。

２．町割りについて

調査区が狭小で、遺構の配列方向は明らかに出来なかった。線路の北側では府内町跡第９次調査

Ｉ．Ⅱ区において、府内古図にある館の東側を東西に走る「御所小路」に比定される中世の道路跡

等が検出され、第９次調査区の位置は「御内町」に想定されている。また、南側では第13次調査が

行われ、字図の境界と一致する南北方向の溝を確認した。検出した町屋の方向性から西側を南北に

走る第２南北街路を意識した構成と捉え、南側の「堀之口町」ではなく、ここも「御内町」に想定

している。第40次調査区では近世のSDlや、この東部で重複し幅の狭いＳＤｌ９を検出した。ＳＤｌ９は

出土した肥前系磁器から17世紀中頃と推定した。南側の第13次調査区では南北方向の溝SDO97・

SDO98があり、SDO97は古くても16世紀後葉～末葉以降に掘られたと考えられている。位置・方向・

年代等からこれらは同一の溝状遺構とみられ、第13次調査の報告書によれば、明治20年前後に作成

された字図の区画に一致する。南北両側の調査区が御内町と想定されること、南側調査区と一体の

溝状遺構が存在すること等から、第40次調査区の場所も中世の「御内町」に該当するようである。

斜面に土師器類の多湿廃棄が行われたのは、大友氏館周辺で宴会・儀式等を行ったことを反映する
とみられる。

－６５－
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第１表４０次調査区遺構一覧表

本報告での
遺構番号

'６世紀前雌～Ill

－６７－

旧遺構番号 遺構の性格 検出標高

ＳＤ１

ＳＤ２

SP３

ＳＫ４

ＳＫ５

ＳＫ６

SＫ７

ＳＫ８

ＳＫ１１

SＫ１２

SＤ１９

SＫ２３

SＫ２４

SＫ５０

ＳＫ２５

SＸ２６

SＫ２９

ＳＫ３１■

SＫ３３

SＫ３４

SE3６

’

’

ＳＯＯｌ

|ｓｏ
lＳＯ
SＯＯｌ

lsOO5
1ＨＯＯ６
sOO7

SOO8

SOO9

SOl(）

SＯｉｌ

1ｓ012
SＯｌ３

S（

S（

S（

S（

S（

S（

SO2０

ＳＯ２Ｉ

SO2２

SO2３

SO2！

S21のド

SO2５

SO2６

SO2７

SO2８

ｓＯ２９

ｓＯ３０

ｓＯ３１

ｓｏ

Ｓ’

ｓｏ

Ｓ’

Ｓ’

Ｓｌ

Ｓｌ

ＳＯ３９

SOo10

Ｓ0.11

ＳＯｌ２

ＳＯＩ

)３

3.Ｉ

3５

3６

3７

3８

３

沖

上ｊ

ｔ」

上ｊ

上ｊ

ｔｊ

上ｊ

住；

縦メ

上j；

ｋｊ

縦穴

惟穴

ｔｊ

|方

上」

ｔｊ

集石

欠番

欠緋

上坑

上坑

ｋ坑

欠番

上坑

l:坑

州:ﾉガ

柱穴

住穴

住穴

住穴

辿物廃棄

1.66ｍ－
ｌＬ５５ｍ

1.501.

1.501

1.960ｍ

､1.951ｍ

1.957ｍ

､1.950ｍ

3.82ｍ

1.270ｍ

､1.280ｍ
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